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1 担当課（館）

① 教育総務課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

② 教育総務課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

課題等

□目標を上回る　　□目標どおり　　■目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

　非構造部材の耐震化、トイレの洋式化等と校舎長寿命化改良事業を絡めて、大規模改造事
業の基本設計を進め、年次計画を策定して平成26年度から工事を実施する。活動内容

学識経験者
等の意見

　耐震化率が全国下位の方であったのが、27年度完了とはっきりしたのはよい状況である。
　国の補助事業により財源を確保し、計画を着実に推進していただきたい。

点検評価

■目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　耐震二次診断は24年度で終了。耐震補強工事の年次計画については、当初計画を２年繰り
上げた28年度完了をさらに１年繰り上げ、27年度完了に前倒し。また、26年度実施予定の校
舎４棟、体育館５棟の耐震補強工事を国の補正予算活用により前倒しを実施。早期着工によ
る騒音対策等が可能となり、市費負担の軽減も図られた。

課題等

・有浦小体育館、長木小校舎①・体育館、第一中校舎①、比内中講堂・体育館耐震補強工事
実施設計
・城南小体育館、早口小校舎、山瀬小校舎、南中校舎、東中体育館耐震補強工事
・耐震補強事業は平成28年度完了を目指しているが、実施設計は10月末までに完了し、国の
追加申請等により平成26年度予定工事を前倒しで実施する。

小中学校の耐震対策事業の実施

重点施策点検・評価表
推進目標

信頼と安全を築く教育環境の整備充実

重点施策

安全で快適な教育の場としての学校施設の整備充実

　非構造部材については、山瀬小体育館・東中柔剣道場・田代中講堂の非構造部材の耐震
調査を実施。調査の結果、３件とも、照明設備の落下防止対策について、検討を要するとの結
果であった。
　大規模改造事業については、小中学校の大規模改造事業基本計画を作成。工事について
は、学校耐震補強事業が27年度完了であることから、26、27年度には大規模改造から地方財
政措置(40％)のある長寿命化改修へのシフトも視野に入れ、全体の年次計画の策定及び実
施設計に着手し、28年度から計画的に実施することとした。

　27年度完了とした耐震補強工事の年次計画を着実に推進する。

小中学校の大規模改造事業の実施

活動内容

学識経験者
等の意見

　非構造部材の耐震について、問題提起されていることに対し、状況がはっきりしているのは
いいと思う。適切に対応していただきたい。

点検評価

　財源確保による市費負担の軽減を図りながら、計画を着実に推進する。
　山瀬小体育館・東中柔剣道場・田代中講堂の照明設備の落下防止対策
についての検討。

- ２ -



１－１－２

1

1 担当課（館）

③ 教育総務課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

取組の方向性

□　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

　26年度は、西館小・東中に太陽光発電システムを設置予定。

点検評価

活動内容

□目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　

　

　

　

重点施策点検・評価表
推進目標

信頼と安全を築く教育環境の整備充実

重点施策

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

安全で快適な教育の場としての学校施設の整備充実

　災害時の避難所に、最低限の電源とはいえ、設置されることはありがたいこと。
　防災拠点となる学校への設置を着実に進めていただきたい。

釈迦内小、成章小への太陽光発電システムの設置

点検評価

活動内容

課題等

　公共施設再生可能エネルギー等導入地方公共団体支援基金事業の活用により釈迦内小、
成章小に太陽光発電システムの設置工事を実施し、防災拠点施設としての機能を強化する。

課題等

　防災拠点施設としての機能強化のため、公共施設再生可能エネルギー等導入地方公共団
体支援基金事業の活用により釈迦内小・成章小に太陽光発電システム設置工事を実施。停
電時に最低限の施設機能を維持できるようにした。
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1

2 担当課（館）

① 教育総務課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

取組の方向性

□　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験
者等の意
見

健康維持増進の場としてのスポーツ、レクリエーション施設の整備充実　

重点施策点検・評価表
推進目標

信頼と安全を築く教育環境の整備充実

重点施策

課題等

適切な施設補修の実施

活動内容

　各施設の快適性、安全性、美観等に配慮し、計画的な整備補修を実施する。
　（25年度は田代体育館屋上プラザ防水工事・西側上部屋上シート防水工事など）

点検評価

課題等

　今後も各施設の快適性、安全性、美観等に配慮し、計画的な整備補修
を実施していく。

　施設の整備補修は大変と思うが、利用する人も多いので、計画的に整備をしていただきた
い。
　また、予算確保に努め、随時、迅速に修繕対応していただきたい。

　田代体育館西側上部屋上シート防水工事、大館野球場外周車止め改修工事などを実施。

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

活動内容

□目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

点検評価
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1

3 担当課（館）

① 教育総務課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

② 教育総務課

取組の方向性

□　継続

□　廃止検討

■　単年度

学識経験者
等の意見

　文化会館は中央公民館と隣接していて利用状況がとてもよい施設。今後も着実に年次計画
を実施し、快適性や安心・安全性の向上に努めていただきたい。

社会教育施設のバリアフリー化の実施

点検評価

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　計画に従い25年度は老朽化した電気設備改修工事を実施。快適性や安心・安全性を向上
させた。

活動内容

　平成20年度から平成27年度の８年間の年次計画で実施している文化会館大規模改修事業
として、平成25年度は電気設備改修工事を実施する。

課題等

　指定管理に移行した図書館スタッフの応接がとてもよい。利用も増えているようで、その図書
館の段差解消は喜ばしいこと。

課題等

　電気設備、外壁、駐車場不足など残された課題に順次対応していく。26
年度も電気設備改修工事を実施。

　要望等に随時対応していく。

活動内容

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

点検評価

文化会館の大規模改修事業の実施

　交流センター（現上川沿公民館）のトイレ洋式化工事、中央図書館の段差解消工事を実施。
社会教育施設のバリアフリー化を促進した。

　交流センターのトイレの洋式化、段差解消等の工事の実施により、社会教育施設のバリアフ
リー化を促進する。

豊かな人間形成の場としての社会教育施設等の整備充実

重点施策点検・評価表
推進目標

信頼と安全を築く教育環境の整備充実

重点施策
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1

3 担当課（館）

③ 教育総務課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

④ 教育総務課

取組の方向性

□　継続

□　廃止検討

■　単年度

学識経験者
等の意見

豊かな人間形成の場としての社会教育施設等の整備充実

重点施策点検・評価表
推進目標

信頼と安全を築く教育環境の整備充実

重点施策

　引き続き頑張って事業を進め、防災拠点施設としての機能を強化していただきたい。

課題等

公民館改築事業の推進

活動内容

　下川沿公民館は平成25年度に実施設計、平成26年度に改築工事を実施。上川沿公民館は
平成25年度中に交流センターに移転できるよう駐車場等の工事を実施。

点検評価

課題等

　26年度に太陽光発電システムを設置予定であった田代公民館について
は、耐震度調査の結果によっては耐震補強工事を要することから、27年度
の設置予定とした。

　26年度　下川沿公民館改築
　　  〃  　上川沿公民館駐車場増設工事
　    〃　　長木公民館雪沢分館移転（旧雪沢小学校へ）
　27年度　矢立公民館移転（矢立中学校空き校舎へ）
　28年度以降　議会に提出された長木公民館全面改築の請願が３月議会
で採択。矢立公民館改修後の28年度以降を予定。

　すごいスピードで事業が推進されている。
　閉校後の花岡中学校の利活用が課題になるかと思う。

　下川沿公民館は実施設計を作成、26年度改築工事を実施予定。上川沿公民館は25年12月
に旧交流センターに移転開所。ただし、駐車場増設工事は、災害復旧工事優先の市の方針
により、26年度に繰り越した。また、雪沢小閉校に伴い、地元から長木公民館分館の移転要望
が出され、協議の結果、移転改修に係る実施設計及び改修工事費を26年度補正予算の要求
を行い、年内の完成を目指すこととした。

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

活動内容

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　防災拠点施設としての機能を強化するため、公共施設再生可能エネルギー等導入地方公
共団体支援基金事業の活用により比内公民館、北地区コミュニティセンターに太陽光発電シ
ステムの設置工事を実施。停電時に最低限の施設機能を維持できるようにした。

点検評価

　公共施設再生可能エネルギー等導入地方公共団体支援基金事業の活用により比内公民
館、北地区コミュニティセンターに太陽光発電システムの設置工事を実施し、防災拠点施設と
しての機能を強化する。

比内公民館、北地区コミュニティセンターへの太陽光発電システムの設置
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1

4 担当課（館）

① 教育総務課

取組の方向性

■　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

取組の方向性

□　継続

□　廃止検討

□　単年度

学識経験者
等の意見

□目標を上回る　　■目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)

活動内容

□目標を上回る　　□目標どおり　　□目標をやや下回る　　□目標を大幅に下回る
　(達成率100％超)　 (95～100％)     (80～94％)　　　　　　　  (80％未満)
　

　教育委員会会議議事録をホームページで紹介。教育委員会の活動内容の透明性を図っ
た。また、ホームページで公開している教育委員会の重点施策の点検・評価について、学識
経験者の知見を活用し、実施事業の点検・評価の客観性を確保した。
　さらに、今年度から教育委員会のホームページへのアクセス件数を月ごとに確認し、どれだ
けの人が見ているかの把握に努めた。

　項目が非常に多く、内容も充実していてありがたい。
　市民はもちろん、市外の人にも多く見られる内容にすることが重要と思う。

課題等

　常に整理・更新し、最新の状態を維持していく。また、アクセス件数を確認
しながらアクセス件数が増えるよう内容を検討していく。

重点施策点検・評価表
推進目標

信頼と安全を築く教育環境の整備充実

重点施策

　

点検評価

教育委員会活動の市民への周知

教育委員会ホームページの充実

点検評価

活動内容

　教育委員会の活動内容及び実施事業等を紹介するなど、教育行政への理解と啓蒙を図ると
ともに、ホームページの充実に努める。

課題等
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